
R３年度　熱中症予防訪問集計表

フォローの必要なし 364 件
A B C

北部 　  80 件 71 件 8 件 79 件 北　９ 件 4 2 3 件

南部　 180 件 164 件 8 件 172 件 南　44 件 3 9 32 件

260 件 235 件 16 件 251 件 53 件 7 11 35 件

北部  　62 件 54 件 4 件 58 件 （再掲）

南部　113 件 108 件 0 件 108 件 介護保険申請 14 件

175 件 162 件 4 件 166 件 市役所・関係機関に繋ぐ 0 件

北部　124 人 108 人 8 人 116 人

南部　226 人 212 人 0 人 212 人

350 人 320 人 8 人 328 人

435 件 397 件 20 件 417 件

610 人 555 人 24 人 579 人

11 件

11 件

5 件

53 個緊急キット配布数

民生委員（社会福祉課）との連携

民生委員と同行訪問

不在のため民生委員への問合せ

民生委員へ事後連絡や見守り依頼

当初依頼

件数

在　宅

（確認済件数）

不　在

（終結件数）
計 備　考

総　　　計

独　　　居

高齢者のみ世帯

（世帯）

　（人数）

フォロー（内訳）

　　フォロー基準
実質

一人世帯4件含

フォロー件数

再訪問／電話　等

　A：再訪問１か月程度

　　・至急の対応が必要な方

　例）介護保険を申請しサービス導入が必要な方

　　　認知症が疑われ，日常生活に支障が生じている方

　　　明らかに体調が悪く，医療受診等につなげたい方

　B：再訪問３～４か月後

　　・至急の対応ではないが，見守りやサービス導入を検討したい方

　例）身体機能の衰えが懸念される方

　　　1回の訪問では詳しく確認できなかった方

　C：再訪問６か月後程度～

　　・来年度の訪問前に確認したい方

　例）寒い季節に体調の変化が懸念される方

　　　ゴミ屋敷等で生活環境状態の確認が必要な方

　　　家庭内に不安・心配な要素があった方
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